
令和８年台風第９号に係る

被害及び対応状況

令和８年７月１３日

沖縄県災害対策本部 総括情報部



１ 災害の概要及び体制

○７月２日に発生した台風第９号は、非常に強い勢力で７月10日から11日にかけて、沖縄地方に接近、通過しました。特に先島諸島

には11日にかなり接近し、長時間の暴風となりました。

○10日９時２分に宮古島地方に、９時11分には石垣島地方に、12時３分に与那国島地方に、16時７分に沖縄本島中南部に、22時36分

に沖縄本島北部に暴風警報が発表されました。

〇線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性があるとして、10日23時31分には宮古島地方に、23時32分には

八重山地方に線状降水帯半日前予測が発表されました。

〇県では、８日９時に沖縄県災害対策本部を設置し、警戒にあたりました。台風への事前の備えについて、ＳＮＳ等で知事メッセー

ジ等を発信するとともに、孤立可能性のある多良間村及び与那国町に対して、事前に県からリエゾン職員（情報連絡員）の派遣及び

衛星通信用のスターリンクを発送しました。

〇また、沖縄電力や各通信事業者からも宮古島地方及び八重山地方の市町村に対して、通信復旧対応にあたる作業員を、事前に派遣

が行われました。

〇10日から、災害対策本部を設置している危機管理センター内に、沖縄総合事務局、陸上自衛隊、海上自衛隊、沖縄電力、各通信事

業者、沖縄気象台等関係機関からのリエゾンを受け入れるとともに、県と市町村、関係機関での常時接続のＷＥＢ会議を立ち上げ、

国や市町村、防災関係機関と緊密に連携して対応にあたりました。
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２ 被害状況（12日15時00分現在）

人的被害

・軽傷１３人(風にあおられての転倒、高波にさらわれての負傷等)

那覇市３、宜野湾市１、糸満市４、沖縄市１、うるま市１

宮古島市３

住家被害

なし

非住家・公共施設等被害

・牛舎（宮古島市、多良間村）等の被害 多数（精査中）

道路・車両等被害

・調査中

土砂災害

なし

その他の被害他

・倒木や電柱、看板、標識、街灯等の転倒等多数
・博愛漁港の防波堤の倒壊、護岸の決壊等漁港被害
・停電 最大約27,520戸（７月11日14時）

3



３ 停電の状況と対応について
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（１）停電の状況について

・最大停電戸数：27,520戸（７月11日14時時点）



３ 停電の状況と対応について
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（２）対応等ついて

ア 宮古島

・停電被害の大きい宮古島の迅速な復旧作業のため、追加の復旧作業員の派遣について、日本トランスオーシャン航空（JTA）、

琉球エアーコミューター（RAC)、全日本空輸（ANA）の各航空会社や海上保安庁及び陸上自衛隊と調整を実施。

・調整の結果、RACにて、臨時便を手配してもらった。

・７月12日 RACの臨時便で復旧作業員を輸送（40人）

イ 慶良間諸島（渡嘉敷島、座間味島、阿嘉島）

・事前に復旧作業員を派遣していないため、復旧作業員の派遣を実施。フェリーが欠航のため海上保安庁及び民間のヘリにて輸送

を実施。

・渡嘉敷島（３人）、座間味島（３人）

７月12日 海上保安庁のヘリにてへ復旧作業員を輸送

・阿嘉島（３人）

７月12日 民間のヘリ会社（エクセル航空）にて復旧作業員を輸送

ウ 伊是名島

・７月12日 村営フェリーにて復旧作業員（２人）を輸送

停電の迅速な復旧のため、災害対策本部で受け入れている沖縄電力、自衛隊リエゾン等と県で連携・調整し、下記の対応を実

施した。



４ 関係機関からの県へのリエゾン（連絡員）の受入れ状況、活動状況等

機関名 県への受入れ人数、活動状況等

01
内閣府沖縄総合事務局 ・常時２人

・被害情報の共有等

02

陸上自衛隊 ・常時２人
・被害情報の共有、災害派遣要請等の調整等
・宮古島市役所、多良間村役場、石垣市役所、竹富町役場及び与那国町役場に

それぞれ２人ずつリエゾンを派遣

03
海上自衛隊 ・常時２人

・被害情報の共有、災害派遣要請等の調整等

04
沖縄電力 ・常時２人

・停電情報の共有、電力復旧作業員の派遣調整等

05
沖縄セルラー ・常時２人

・通信被害の情報共有、通信復旧作業員の派遣調整等

06
ＮＴＴドコモ ・常時２人

・通信被害の情報共有、通信復旧作業員の派遣調整等

07
沖縄総合通信事務所 ・適宜

・通信被害の情報共有等

08
沖縄気象台 ・常時２人

・気象状況の共有等
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※各機関からの正確な受け入れ人数等は確認中

のため、修正が入る可能性があります
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